






詩「紅の島.1(The Purple Island， 1633)は全 12歌から成る。ここに訳出するの
はその第一歌である。テクストは以下に依った。 ThePurple Island， or the Isle 
01 Man. Daniel Gustav Anderson ed. the University of Oregon， 2003. (A 
reproduction of the 1633 publication of The Purple Island， with the Piscatory 






























































































































































































































































































































































































































































































































【翻訳】フィニアス・フレッチャー『紅の島~ (第一歌) 49 
深みにも果てしがない，ぼくはただつつましく
かほどの高みへの称賛をとの胸にいだくのみだ。
せめてぼくのもう一つの詩がこれより高く飛びおおせてほしい，
翼よ，疲れを知らずに飛ぶがいL、。
わが望みと撞れよ，はるかにとどけ。
60. 
それではぼくの試し語りもそろそろ終わりとしよう，
次はこの島がとりもどした王座のことを歌おう。
だが見るがいい，真昼の瞳がさんぜんと輝き，
りっぱな僕らのちっぽけさを教えてくれている，
この暑さにはかなわない，涼しい野に行こう，
腰を下ろし，角笛を草の上に置こう，
頭が熱くなった，あのおいしげったブナの木蔭で涼もう。
(みむら・あや 法学部准教授)
